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➨㸲学ᖺࠖࡃࡀࡘ࡚ࠕ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ⲡ㔝 ೺ 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 １㝵多目的ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮  

㸯 ༢ඖྡ ࡛ࡲࢀࡇをࡾࡩ㏉࡚ࡗヰ࠺࠾ྜࡋ 

           

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

㸲᭶からのてつがくでは、子どもたちが❧てたၥいをもとにして話し合ってきた。「あたりまえから

ၥいを❧てる」ことをこれまで行ってきた。１࣭２学ᮇは、「⏕きるṚࡠ」「行動⩦័」「ᚰ」「やる

やらない」「ᙳ㡪」「考える」というࢸー࣐を子どもたちが設定し、ࡑこからၥいをసってきた。ၥい

をసる際は、「なࡐ」「どうして」は考えるのが㞴しいၥいであることを子どもたちと☜認してきた。

また、ᢳ㇟的な話し合いになりがちな時には具体例を出すようಁした。話し合う際のᙧᘧは、ࢧーࢡル

と࣎࢕ࢸࣗࢽ࣑ࢥールを౑ったり、ᮘをࢥのᏐᆺに୪べたりするなど様々なᙧᘧで話し合いを行った。

２学ᮇの㏵中からྖ会を子どもたちにጤね、教ᖌは進行についてア࢖ࣂࢻスを㏦ったり、話し合いの参

ຍ者として考えを発⾲したりする❧場となった。 

 㸱学ᮇの後༙は、これまでをࡩり㏉って話し合うࢸー࣐とၥいを❧てる。ࡩり㏉ることが₍↛として

いるとࡑれらは多ᒱにわたるとᛮわれる。ࡑこで、㸳年⏕につながるとᛮわれる学校での出᮶஦を取り

上げながらこれまでをࡩり㏉り、ࢸー࣐とၥいを❧てるようにしたい。出᮶஦の例としては、運動会、

ጤ員会見学、縦๭り⌜活動などが考えられる。 

 引き⥆き、話し合うᙧᘧについては子どもたちにጤねたい。ここ最㏆は、話し合いながらࣀートにグ

㘓をしたい子どもが多く、ᮘがある方がⰋいという意見をᑛ重してきた。また、発ゝするᶵ会がᖹ➼で

ある方がⰋいようで、発ゝしたいேがࣛン࣒ࢲに発ゝするのではなく、࣑ࣜ࢓ࣇーの㡰で発ゝをするよ

うにしてきた。 

 㸲年⏕のまとめの時ᮇであり、ᢳ㇟的な発ゝが多く出る中で、ᢳ㇟と具体を 㑏しながら子どもたち

にጤねた話し合いができることをᮇᚅしたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸲᫬㛫┠㸭඲㸳᫬㛫㸧 

第１ḟ これまでをࡩり㏉って話し合うࢸー࣐とၥいを考えよう͐１時間 

第２ḟ ၥいについて話し合おう͐㸱時間㸦本時㸧 

第㸱ḟ 話し合いをࡩり㏉ろう͐１時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 これまでをࡩり㏉って❧てたၥいについて、互いに話し合い、また⪺き合い、考えたことをࡩり㏉っ

て学⩦ឤ想を᭩ける。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 

主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点 

１ ၥいについて☜認する。 

２ ၥいについての考えをᣢち、話し合う。⪺き合

う。 

㸱 本時をࡩり㏉り、学⩦ឤ想をࣀートに᭩く。 

࣭前時に話し合ったことから今日のၥいについて全員

でඹ᭷できるようにしたい。 

࣭ྖ会進行は子どもたちにጤねる。 

࣭話し合いが深まるようにア࢖ࣂࢻスを㏦る。 

࣭参ຍ者として考えを発⾲する。 

࣭これまでのてつがくと同様に、終஢㸳分前を目Ᏻに

ಶேでࡩり㏉る時間にしたい。 

➨㸱学ᖺࠖࡃࡀࡘ࡚ࠕ学⩦άື᱌ ᤵᴗ⪅ ᳃ ኖᙪ 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 㸱㝵㹂ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮  

㸯 㢟ᮦྡ ௒をぢ࡚ࡗ࠺ࡘࡩࠕ࡚ࠥࡵࡘఱ㸽ࠖࠥ 

㸰 㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 

㸱年⏕では、２年⏕までの⤒㦂を⏕かしながら「てつがく」の授業がጞまる。ప学年では、ࢧーࢡ

ル対話を中ᚰに自分の⤒㦂や考えをㄒったり、཭㐩の話を⫈いて㉁ၥし合ったりできるᏳᚰして⫈き合

う✵間を኱ษにしてきたࠋ㸱年⏕においてもᮅの時間のࢧーࢡル対話を１学ᮇから継⥆して行い、⫈き

合うことや㉁ၥし合うことを通してඹ通の話題についてᴦしみ合える関係࡙くりを意㆑してきた。 

てつがくのጞまりは、「今、気になっていること」をもとに話し合い、１学ᮇは「ᅔるってఱ㸽」

と題ᮦをỴめた。題ᮦをもとにၥいが⏕まれ、ࡑれぞれの⤒㦂を話し合った。「うれしくてᅔるってど

んなこと㸽」や「ᅔるにかわるときってどんなとき㸽」とၥいがつながり、対話を重ねることで௚者を

知ることのᴦしさをឤじጞめていた。２学ᮇも同様に「今、気になっていること」をもとに話し合い、

題ᮦをỴめた。ᬑẁことࡤにしている「本当」ということに╔目して「本当ってఱ㸽」が題ᮦとなっ

た。題ᮦをもとにၥいを見つけ、対話を重ねる㐣程で子どもたちは、ၥいについて考えを深めるために

「ಶで考える時間」と「みんなでわかちあう時間」を設けるᚲせがあると考えた。また、「みんなでわ

かちあう時間」の後にࡩり㏉ることで௚者とかかわりながら、自分がよりよく変ᐜしたと自ぬするこ

と、自分の中で変化しないことに気࡙き、自分を知ることを意㆑してきた。「本当」について考える中

で子どもたちは、ࡑの対ᴟにある「ბ」に目を向け、௚者の考えをもとに自㌟の⤒㦂を見つめ直すこと

につながった。１学ᮇに対話をする意࿡を考え、௚者とのかかわりについて考えた子どもたちは、２学

ᮇఱのためにࡩり㏉るのか自ᕫの見つめ方について考えることとなった。ຍえてၥいについて対話をす

ることで自㌟の考えがどのように変ᐜしていくのかを自ぬするࡩり㏉りのあり方も考え合えた。 

本༢元の題ᮦは「ࡩつうってఱ㸽」にỴまった。様々な授業でのわかちあいで「ࡩつう」というこ

とࡤが⪺こえてくる。子どもたちは、「ࡩつう」をඹ通認㆑で౑っているが、一ேࡦとりが想ീしてい

ることに㐪いがあるようだった。「ࡩつうってఱだろう㸽」の題ᮦに目を向けることで子どもたちには

௚者とのかかわり方と自ᕫのあり方について考えて࡯しい。例えࡤ「ࡩつうってだれがỴめるの㸽」と

いうၥいであれࡤ、௚者との考えの㐪いに気࡙ける多様なᛮ考の場となり┦ᡭへの寄りῧい方を考える

ᶵ会となるだろう。また、「ࡩつうじࡷだめなの㸽」というၥいであれࡤ、௚者との認㆑の㐪いをᐶᐜ

し、自分の考え方を見つめ直すことにつながるだろう。「ࡩつうってఱ㸽」という題ᮦをもとに௚者と

のかかわりと自ᕫとのかかわりについて行き᮶しながら㸱年⏕の今を見つめ直せるようにしたい。 

㸱 学⩦άືィ⏬㸦㸶᫬㛫┠㸭඲㸯㸮᫬㛫㸧 

㸦１㸧「今、考えていること」について対話し、題ᮦをỴめる͐１時間 

㸦２㸧題ᮦをもとに「ၥい」を見つけ、対話を重ねる      ͐本時６�㸶時間 

㸦㸱㸧題ᮦについて対話をࡩり㏉り、考えをまとめる      ͐１時間 

㸲 ᮏ᫬のάື࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭「ၥい」について対話を通して、自㌟の考えをࡩり㏉る。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 

主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点 

�㸬 見つけた「ၥい」について話し合う。 

２㸬対話をもとに「ၥい」についてࡩり㏉る。 

࣭前時までにࡑれぞれ考えをもつ。 

 。ルのᙧになって対話するࢡーࢧ࣭

࣭⫈くことを意㆑して対話に参ຍする。 

࣭子どもたち一ேࡦとりの⤒㦂をもとに考えを話し合える

ようにしたい。  

࣭ᚲせにᛂじて௨ୗのことを行う。 

 ၥい㏉すことにより、ࡑの意࿡を明☜化する。 

 対話してきたෆᐜのᩚ理や☜認を行う。 

࣭対話したことをもとにၥいについて一ேࡦとり考え直せ

るようにする。 
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